
第７回 ５事業者の『水道システム再構築』実現に向けた河川影響等に関する有識者会議 

議事概要 

 

１ 開会 

〇 開会にあたり、神奈川県企業庁水道部長より挨拶があった。 

 

２ オブザーバーの参加について 

〇 会議へのオブザーバーの参加について座長の同意があった。 

 オブザーバー 

●相模川漁業協同組合連合会 

●神奈川県政策局土地水資源対策課水政室 

●神奈川県環境農政局水産課及び水産技術センター内水面試験場 

●神奈川県県土整備局河港課 

 

３ 会議の公開について 

〇 会議後、現場視察の状況をホームページで公表していく旨了承された。 

 

４ 現場視察 

（１） 相模大堰右岸 

〇 右岸の置き土の土砂の質や、下流の中洲の視察を行った。 

〇 土砂の活用方法とその際の留意点、置き土の形状変更に関する意見などがあった。 

 

（２） 相模大堰下流 

〇 管理橋より下流の中洲や、放流ゲートによる水位の調整状況について視察を行った。 

 

（３） 相模大堰魚道 

〇 左岸魚道にて魚類の遡上状況の視察を行った。 

〇 観察窓の付着藻類の状態から、藍藻の生育には一定の水深が必要であることが確認できた。 

〇 遡上調査への AI 活用を検討してはどうか、との提案があった。 

 

（４）-1 相模大堰取水設備（取水口） 

〇 取水設備として取水口の視察を行った。 

〇 流下仔魚の保全対策としてシルトフェンスの活用を検討してはどうかなどの提案があった 

 

（４）-２ 相模大堰取水設備（沈砂池） 

日 時： 令和８年５月 19日（火） 13：00～15：35 
場 所： 企業団社家取水管理事務所会議室及び相模取水施設周辺 
出席者： 浅枝委員（座長）、山下委員 ※宮本委員は欠席 



○ 沈砂池にて仔アユ回収装置の視察を行った。 

○ 仔アユ回収装置について一定の評価を得た。また、効果検証の必要性について意見があった 

 

 


